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図 1 メディアセットグループ組織図 

 

出典：メディアセットグループホームページ 

http://www.gruppomediaset.it/indexgruppo.jsp?lang=EN 
 
 
 
 

表１ RAI、Mediaset（RTI）の事業収入 (単位：ユーロ(億) 

 

 2000 2001 2002 2003 

RAI(総収入) 24.5 23.3 23.9 24.0 

受信料収入 

広告収入 

公的機関との契約 

13.1 

10.7 

0.6 

13.5 

9.5 

0.3 

13.8 

9.7 

0.3 

14.2 

9.4 

0.3 

RTI*(総収入) 18.5 18.5 18.5 19.7 

出典：『放送研究と調査』 2005 年 1 月号  

＊RTI はメディアセットの放送事業統括会社(図 1参照) 
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表 2 RAI とメディアセットの視聴シェア 

1 月～12 月のプライムライム (単位%) 

 

 2000 2001 2002 2003 

Rai 1  総合 

Rai 2  スポーツ・バラエティー 

Rai 3  文化・教養・地域情報 

25.1 

14.2 

10.0 

23.7 

13.5 

10.4 

23.0 

12.1 

10.4 

23.0 

11.7 

10.0 

RAI(総計) 49.3 47.6 45.5 44.7 

Canale 5 総合 

Italia 1  総合 

Rete 4  娯楽主体 

22.5 

11.7 

7.9 

24.1 

10.9 

8.1 

23.8 

12.2 

8.1 

23.9 

12.4 

8.7 

Mediaset(総計) 42.1 43.1 44.1  45.0 

その他(地上/衛星/ケーブル) 8.6 9.3 10.4 10.3 

出典：『放送研究と調査』 2005 年 1 月号 

 
表 3 イタリア新聞紙購読者数トップ 10 

 

 
紙 名 

読者数 

(×1000) 

南北購読

者数比 

発行 

部数 所有者 

1 Gazzetta dello Sporto 3483 59.9/15.3 406,731 RCS1 

2 Repubblica 2993 44.5/21.8 625,599 Olivetti2 

3 Corriere della Sera 2966 69.9/13.2 678,332 Fiat 

4 Stampa 1546 92.8/3.3 344,813 Fiat 
5 Corriere dello 

Sport-Stadio 
1493 18.9/32.7 237,754 RCS 

6 Messaggero 1251 2.2/16.2 326,098 Caltagirone3 
7 Sole 24 Ore 1213 56.8/16.9 373,801 Confindustria4 

8 Resto del Carino 1177 90.4/0.1 176,446 Monti-Riffeser5 

9 Nazione 938 6.7/0 144,927 Monti-Riffeser 

10 Gazzettino 788 99.9/0 109,648 Caltagirone 

＊ADS2004 年版資料,AUDIPRESS2005 年前期資料より作成 

＊南北購読者数比について、中部、島部を除く。南部＝アブルッツォ、モリーゼ、カンパーニャ、プーリア、バジリカ

ータ、カラブリア。北部＝ヴァッレ・ダオスタ、ピエモンテ、リグーリア、ロンバルディーア、トレンティーノ・アル

ト・アディジェ、ヴェネト、フリウリ・ヴェネツィア・ジュリア、エミリアロマーニャ州 

                                                  
1 新聞、雑誌、本など出版を主にしたメディアグループ(http://www.rcsmediagroup.it/） 
2 実際には、トップである De Benedetti(デ・ベネデッティ)が所有。 
3 ローマの建設業者。 
4 日本の経団連にあたる。 
5 不動産、ホテル、メディア事業など幅広く展開するグループ企業。 
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 戦後から現在に至る放送関連年表（1954～2004) 

 

1947 ・75 年法まで命脈を保つ｢4 月 3 日政令｣が RAI を郵電省の指導権限下に

1952 ・RAI に 20 年の独占を与えるコンセッション 

1954 ・テレビ本放送開始・RAI の発足 

1973 ・民間 CATV 禁止の大統領令 

1974 ・憲法裁が RAI 放送独占に違憲判決、民法参入に道開く 

1975 ・1975 年放送法が成立 

1977 ・カラーテレビ本放送を開始 

・無認可のテレビ 100 を超える 

1984 ・ベルルスコーニが 3大商業ネットワークを支配 

1990 ・ベルルスコーニが大手出版社モンダドーリの経営権を掌握、集中排除

立法要求高まる 

・テレビ寡占を追認する 1990 年放送法(マンミー法)が成立 

・独立行政機関 IL Garante(放送・出版監査人機構)が発足 

1991 ・地上有料テレビ Tele+1 が放送を開始 

1993 ・政治癒着を断つ RAI 暫定改革法の公布、施行 

・フィニンヴェスト幹部を放送法立法に絡む容疑で逮捕 

1994 ・第一次ベルルスコーニ内閣発足 

・ベルルスコーニ内閣、RAI リストラ計画拒否、経営陣を  辞任に追

い込む 

・憲法裁、テレビ寡占は違憲、解消の立法を求める判決 

1995 ・憲法裁、テレビ集中排除の案件含む国民投票実施    (結果はベ

ルルスコーニのメディア支配に寛容) 

・チェッキゴーリが TMC を買収 

1996 ・D+(現 Tele+Digitale)の前身(Dstv)が衛星デジタル放送 を開始 

1997 ・1997 年通信放送改革法(マッカニコ法)が成立(7 月) 

1998 ・独立規制機関 AGCOM が発足 

2000 ・Telecom Italia が TMC を買収 

・RAI の民営化・分社化を審議 

2001 ・第二次ベルルスコーニ内閣発足 

・RAI の民営化・分社化を含む第 1138 号法が廃案に 

・全地上アナログ放送の 2006 年末終了が決定 

2002 ・90、97 年法を改正する｢ラジオ・テレビ制度改革法｣の法案審議を開始

2003 ・Tele+と Stream が合併、Sky Italia 誕生。衛星デジタル  放送は、

Sky Italia の 1 社独占体制に(7 月) 

・Mediaset が地上デジタル放送を開始(12 月) 

2004 ・RAI が地上デジタル放送を開始(1 月) 

・｢ラジオ・テレビ制度改革法｣(ガスパッリ法)が成立(5 月) 

*『NHK 世界メディアデータ 2005』、『放送研究と調査』(1996 年 2 月号)より作成 
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(Garzanti,2004) 
Ginsberg, Paul.    Berlusconi (Einaudi,2003) 
Keane, John.   The Media and Democracy  (Polity Press, 1991) 
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Remondino, Ennio.    SENZA REGOLE  (Editori Riuniti,2004) 
Ricolfi, Luca.    “Politics and the Mass Media in Italy”   

Martin Bull and Martin Rhodes, Crisis and Transition in Italian politics  
(Frank Cass, 1997) 

 
＜資料&Online＞ 
・NHK 放送文化研究所 『NHK データブック・世界の放送 2005』 

・「イタリア：総選挙は来年 4月 9日 野党勢い、与党不協和音」『毎日新聞』 
(2005 年 10 月 19 日付夕刊) 

・「イタリア全土の劇場、映画館が 24 時間スト」『朝日新聞』(2005 年 10 月 16 日付) 

・外務省 HP 各国地域情報 イタリア共和国  

http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/italy/index.html  

・マルチメディア・インターネット事典  http://www.jiten.com/dicmi/  

・森泉あやみ「ベルルスコーニ首相と利権矛盾問題」Japan-Italy Business On-line 
http://www.japanitaly.com/jp/specialreportsbn/zoomup_200206.html  

・Japan-Italy Business On-line News Flash 
http://www.japanitaly.com/jp/index.html  

・AUDIPRES 2005-I ”Lettori in un giorno medio(percentuali di composizione):sesso, 
regioni” Sommario Volume2  
http://www.audipress.it/  

・ADS(Accertamenti Diffusione Stampa、出版物普及評価)  “Dati Riassuntivi Medi- 
Media mobile di 12 mesi-da Gennaio 2004 a Dicembre 2004”  
http://www.primaonline.it/dati/articolo.asp?id=13  

・BBC NEWS “The press in Italy” http://news.bbc.co.uk/2/hi/europe/4373775.stm  
”Berlusconi media law blocked” http://news.bbc.co.uk/2/hi/europe/3156412.stm  

・OSCE “Visit to Italy: The Gasparri Law”   
http://www.osce.org/documents/rfm/2005/06/15459_en.pdf  

・European Journalism Centre “European media landscape: Italy”  
http://www.ejc.nl/jr/emland/italy.html  

・Council of Europe Venice Commission  
“Comments on the Compatibility of the Gasparri Law with the Council of Europe 
Standards in the Field of Freedom of Expression and Pluralism of the Media”  by 
Francesca Quadri (Italy, Ministry of Communications) 
http://www.venice.coe.int/docs/2005/CDL(2005)050-e.pdf  
 
(以上、最終アクセス日：2005 年 12 月 12 日) 
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